
(57)【要約】

【課題】　本発明は、内部圧力変動抑制機構を備えた打

撃工具に関し、機体の耐久性向上を図ることである。

【解決手段】　クランクケース１４に副室１５を設け、

打撃機構部１１と副室１５間の壁に貫通孔１６を設ける

。貫通孔１６は斜面１６ａを有し、副室１５側を大径部

１６ｂとする段付孔とする。バルブ１７にはＯリング１

８を装着し、貫通孔１６にバルブ１７を配設する。バル

ブ１７は打撃機構部１１側へばね１９で付勢し、Ｏリン

グ１８が貫通孔１６の斜面１６ａに当接することで打撃

機構部１１と副室１５間の空気流入を遮断する。

【選択図】　図１
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
モ ー タ と 、 該 モ ー タ の 回 転 駆 動 に よ り 回 転 す る ク ラ ン ク シ ャ フ ト と 、 該 ク ラ ン ク シ ャ フ ト
と 係 合 し 、 ピ ス ト ン を 往 復 動 に 変 換 す る コ ン ロ ッ ド を 有 す る 打 撃 工 具 で あ っ て 、 前 記 ク ラ
ン ク シ ャ フ ト を 収 納 し 外 気 と 密 閉 さ れ た ク ラ ン ク ケ ー ス に 該 ク ラ ン ク ケ ー ス 内 外 気 と の 圧
力 調 整 機 構 を 設 け 、 か つ 該 圧 力 調 整 機 構 は 回 転 駆 動 さ れ る 前 記 コ ン ロ ッ ド と 当 接 す る 位 置
に 配 設 し 、 前 記 圧 力 調 整 機 構 は 前 記 コ ン ロ ッ ド の 回 転 運 動 に 連 動 し て 作 動 す る こ と を 特 徴
と す る 打 撃 工 具 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は 、 電 気 ハ ン マ 及 び 電 気 ハ ン マ ド リ ル の よ う に 、 機 体 内 部 を 密 封 構 造 と し た 打 撃
工 具 に 関 す る も の で あ る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 従 来 の 打 撃 工 具 を 図 ４ を 用 い て 説 明 す る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 図 ４ に 示 す よ う に 、 モ ー タ １ の 回 転 力 を 歯 車 ２ に 伝 達 し 、 ク ラ ン ク シ ャ フ ト ３ 、 コ ン ロ
ッ ド ４ に よ り 往 復 動 に 変 換 し シ リ ン ダ ６ 内 に 設 け ら れ た ピ ス ト ン ５ を 往 復 動 さ せ 、 シ リ ン
ダ ６ 内 に お い て 空 気 室 ７ を 介 し て 打 撃 子 ８ を 連 動 さ せ る と 共 に シ リ ン ダ ６ に 着 脱 可 能 に 保
持 さ れ た 先 端 工 具 ９ の 端 部 と 当 接 可 能 な 中 間 子 １ ０ を 打 撃 す る こ と に よ り 先 端 工 具 ９ に 打
撃 を 伝 達 す る 打 撃 機 構 部 １ １ を 有 す る 構 成 を し て い る 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 打 撃 機 構 部 １ １ に は 潤 滑 剤 が 充 填 さ れ 、 各 々 の 軸 に は オ イ ル シ ー ル １ ２ や Ｏ リ ン グ １ ３
を 配 設 し 、 機 体 内 部 と 外 気 と を 遮 断 し 、 潤 滑 剤 の 外 部 へ の 流 出 を 防 止 す る 密 封 構 造 を し て
い る 。 （ 例 え ば 特 許 文 献 １ 参 照 。 ）
【 特 許 文 献 １ 】 特 開 ２ ０ ０ ２ － １ ２ ７ ０ ４ ４ 号 公 報
【 発 明 の 開 示 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 上 記 し た 従 来 の 打 撃 工 具 で は 、 打 撃 工 具 が 運 転 す る と 、 打 撃 機 構 部 の 発 熱 に よ り 機 体 内
部 の 温 度 が 上 昇 し 、 密 封 さ れ た 内 部 の 空 気 が 膨 張 し 、 内 部 圧 力 が 上 昇 す る 。 こ の 時 シ ー ル
箇 所 の ど こ か 一 ヶ 所 で も シ ー ル 力 が 低 下 す る と 、 そ の 部 分 か ら 膨 張 し た 空 気 は 潤 滑 剤 と 共
に 機 体 外 部 へ 流 出 し て し ま い 、 機 体 の 寿 命 を 低 下 さ せ る と い う 欠 点 が あ っ た 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 本 発 明 の 目 的 は 、 上 記 従 来 の 欠 点 を 解 消 し 、 耐 久 性 の 向 上 し た 打 撃 工 具 を 提 供 す る こ と
で あ る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 上 記 目 的 は 、 ク ラ ン ク シ ャ フ ト を 収 納 し 外 気 と 密 閉 さ れ た ク ラ ン ク ケ ー ス に ク ラ ン ク ケ
ー ス 内 外 気 と の 圧 力 調 整 機 構 を 設 け 、 か つ 圧 力 調 整 機 構 は 回 転 駆 動 さ れ る コ ン ロ ッ ド と 当
接 す る 位 置 に 配 設 し 、 圧 力 調 整 機 構 は コ ン ロ ッ ド の 回 転 運 動 に 連 動 し て 作 動 す る 構 成 と す
る こ と に よ り 達 成 す る こ と が で き る 。
【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 本 発 明 の 打 撃 工 具 は 、 ク ラ ン ク シ ャ フ ト を 収 納 し 外 気 と 密 閉 さ れ た ク ラ ン ク ケ ー ス に ク
ラ ン ク ケ ー ス 内 外 気 と の 圧 力 調 整 機 構 を 設 け 、 か つ 圧 力 調 整 機 構 は 回 転 駆 動 さ れ る 前 記 コ
ン ロ ッ ド と 当 接 す る 位 置 に 配 設 し 、 圧 力 調 整 機 構 は コ ン ロ ッ ド の 回 転 運 動 に 連 動 し て 作 動
す る 構 成 と す る こ と で 、 機 体 内 部 の 圧 力 の 上 昇 を 抑 制 す る こ と が 可 能 と な り 、 機 体 外 部 へ
の 潤 滑 剤 の 流 出 を 防 止 し 、 結 果 と し て 寿 命 の 長 い 、 安 定 し た 製 品 を 提 供 す る こ と が で き る
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。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 本 発 明 打 撃 工 具 の 一 実 施 形 態 を 図 １ 、 ２ 、 ３ を 用 い て 説 明 す る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
　 図 １ に 示 す よ う に 、 モ ー タ １ の 回 転 力 を 歯 車 ２ に 伝 達 し 、 ク ラ ン ク シ ャ フ ト ３ お よ び コ
ン ロ ッ ド ４ に よ り 往 復 動 に 変 換 し ピ ス ト ン ５ を 往 復 動 さ せ 、 シ リ ン ダ ６ 内 に お い て 空 気 室
７ を 介 し て 打 撃 子 ８ を 連 動 さ せ る と 共 に シ リ ン ダ ６ に 着 脱 可 能 に 保 持 さ れ た 先 端 工 具 ９ の
端 部 と 当 接 可 能 な 中 間 子 １ ０ を 打 撃 す る こ と に よ り 先 端 工 具 ９ に 打 撃 を 伝 達 す る 打 撃 機 構
部 １ １ を 有 す る 構 成 を し て い る 。
【 ０ ０ １ １ 】
　 打 撃 機 構 部 １ １ に は 潤 滑 剤 を 充 填 す る 。 各 々 の 軸 に は オ イ ル シ ー ル １ ２ 、 Ｏ リ ン グ １ ３
を 配 設 し 、 機 体 内 部 と 外 気 と を 遮 断 し 、 潤 滑 剤 の 外 部 へ の 流 出 を 防 止 す る 密 封 構 造 を し て
い る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
　 打 撃 機 構 部 １ １ を 収 納 す る ク ラ ン ク ケ ー ス １ ４ に 副 室 １ ５ を 設 け 、 打 撃 機 構 部 １ １ と 副
室 １ ５ 間 の 壁 に 貫 通 孔 １ ６ を 設 け る 。 貫 通 孔 １ ６ は 斜 面 １ ６ ａ を 有 し 、 副 室 １ ５ 側 を 大 径
部 １ ６ ｂ と す る 段 付 孔 と す る 。 バ ル ブ １ ７ に は Ｏ リ ン グ １ ８ を 装 着 し 、 貫 通 孔 １ ６ に バ ル
ブ １ ７ を 配 設 す る 。 バ ル ブ １ ７ は 打 撃 機 構 部 １ １ 側 へ ば ね １ ９ で 付 勢 し 、 Ｏ リ ン グ １ ８ が
貫 通 孔 １ ６ の 斜 面 １ ６ ａ に 当 接 す る こ と で 打 撃 機 構 部 １ １ と 副 室 １ ５ 間 の 空 気 流 入 を 遮 断
す る 。 副 室 １ ５ に は 外 気 と 通 じ る 呼 吸 孔 ２ ０ を 設 け 、 呼 吸 孔 ２ ０ の 外 気 側 に フ ェ ル ト ２ １
を 配 設 し 、 潤 滑 剤 の 吸 着 を 行 い 外 部 へ の 潤 滑 剤 の 流 出 を 防 止 す る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
　 バ ル ブ １ ７ は コ ン ロ ッ ド ４ が 上 死 点 付 近 （ こ こ で 上 死 点 と は コ ン ロ ッ ド ４ が 副 室 １ ５ 側
に 最 も 接 近 す る 位 置 を 示 す ） に 移 動 し た と き に コ ン ロ ッ ド ４ と 当 接 し 、 副 室 １ ５ 側 に 移 動
す る 。
バ ル ブ １ ７ が 副 室 １ ５ 側 に 移 動 す る と 、 バ ル ブ １ ７ に 装 着 し た Ｏ リ ン グ １ ８ が 貫 通 孔 １ ６
の 斜 面 １ ６ ａ か ら 離 れ 、 Ｏ リ ン グ １ ８ が 貫 通 孔 １ ６ の 大 径 部 １ ６ ｂ に 移 動 す る 。 貫 通 孔 １
６ の 大 径 部 １ ６ ｂ は Ｏ リ ン グ １ ８ の 外 径 よ り 大 き い 径 に 設 定 し て あ る の で 、 打 撃 機 構 部 １
１ と 副 室 １ ５ 間 の 遮 断 が 解 除 さ れ 、 打 撃 機 構 部 １ １ 側 か ら 副 室 １ ５ 側 へ 空 気 が 流 入 す る 。
副 室 １ ５ へ 流 入 し た 空 気 は 呼 吸 孔 ２ ０ 、 フ ェ ル ト ２ １ を 通 過 し 機 体 外 部 へ 逃 げ る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
　 コ ン ロ ッ ド ４ が 上 死 点 付 近 よ り 離 れ る と 、 バ ル ブ １ ７ は 打 撃 機 構 部 １ １ 側 へ ば ね １ ９ で
付 勢 さ れ て い る た め 、 元 の 位 置 に 戻 り 、 Ｏ リ ン グ １ ８ が 貫 通 孔 １ ６ の 斜 面 １ ６ ａ に 当 接 し
打 撃 機 構 部 １ １ と 副 室 １ ５ 間 の 空 気 流 入 を 遮 断 す る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ １ ５ 】
【 図 １ 】 本 発 明 打 撃 工 具 の 一 実 施 形 態 を 示 す 縦 断 側 面 図 。
【 図 ２ 】 本 発 明 打 撃 工 具 の 一 実 施 形 態 を 示 す 拡 大 図 。
【 図 ３ 】 本 発 明 打 撃 工 具 の 一 実 施 形 態 の 圧 力 調 整 機 構 作 動 時 を 示 す 拡 大 図 。
【 図 ４ 】 従 来 の 打 撃 工 具 の 一 例 を 示 す 縦 断 側 面 図 。
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ １ ６ 】
　 １ は モ ー タ 、 ２ は 歯 車 、 ３ は ク ラ ン ク シ ャ フ ト 、 ４ は コ ン ロ ッ ド 、 ５ は ピ ス ト ン 、 ６ は
シ リ ン ダ 、 ７ は 空 気 室 、 ８ は 打 撃 子 、 ９ は 先 端 工 具 、 １ ０ は 中 間 子 、 １ １ は 打 撃 機 構 部 、
１ ２ は オ イ ル シ ー ル 、 １ ３ は Ｏ リ ン グ 、 １ ４ は ク ラ ン ク ケ ー ス 、 １ ５ は 副 室 、 １ ６ は 貫 通
孔 、 １ ６ ａ は 斜 面 、 １ ６ ｂ は 大 径 部 、 １ ７ は バ ル ブ 、 １ ８ は Ｏ リ ン グ 、 １ ９ は ば ね 、 ２ ０
は 呼 吸 孔 、 ２ １ は フ ェ ル ト で あ る 。
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【 図 １ 】

【 図 ２ 】

【 図 ３ 】

【 図 ４ 】
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